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令和4年度予算・政策に関する要望書

地域包括ケアが推進される中、人々の療養の場が医療機関から地域のあらゆる場所へ広が

つてぃます。それに伴い医療機関の外来や訪問看護、地域における療養支援などがますます

必要となっています。また、看護実践の場が多様化する一方で、柔軟な働き方、多様な働き方

の二ーズも高まっています。このような状況を踏まえた看護職員確保施策の枠組みの見直しと、

看護提供を質と量の両方から担保するための堅実な看護提供体制としていくことが求められて

います。そのためには、特に看護師基礎教育の教育年限の見直し、効率的な医療提供に資

する新たな看護資格の創設、看護職員の勤務環境改善などの実現が急務であり、これらにつ

いて2040年を見据えた準備を早急に始めることが必要です。

さらに、将来にわたり看護の実効性を確保していくためには、未就業者を含むすべての看護

資格保有者の動静を適切に把握し資質の向上とキャリア構築を支援する体制を構築するとと

もに、長期的な視点で看護のあり方を体系的に検討し、看護機能の強化等を図っていくことも

急がれます。

以上より、令和4年度予算案等の編成にあたっては、特に以下の事項につきまして必要な予

算等が確保されるよう、格別のご高配を賜りますよう要望します。
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0 訪問看護提供体制の強化

0 看護職員の確保・勤務環境改善に向けた取組みの推進

0 看護職の確保・質向上のための資格活用基盤の強化

0 外来における看護職員の配置基準の見直しと強化

0 ナース・プラクティショナー制度の倉惰剣こ関する検討

重点要望事項
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看護師基礎教育の4年制化の実現

准看護師養成の停止及び准看護師制度に関する課題解決

訪問看護提供体制の強化

看護職員の確保・勤務環境改善に向けた取組みの推進

看護職の確保・質向上のための資格活用基盤の強化

外来における看護職員の配置基準の見直しと強化

救急外来における看護配置に関する基準及び評価の設定

母子に関する施策を調整する看護系技官の配置

分娩を取り扱う医療機関に対する産科区域の特定等の義務付け

助産師出向の活用推進

看護補助者との協働の推進のための環境整備

ナース・プラクティショナー制度の倉信測こ関する検討

要望事項
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